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■  林業分野における気候変動の影響
気候変動が顕在化するとともに、気温の上昇や降

水パターンの変化によって乾燥化が進み、人工林の
成長に負の影響を与えると予想されています。また、
台風の巨大化や短時間強雨の頻度の増加は、森林の
持つ土砂災害防止や土壌保全等の機能を低下させ、
山地災害に結びつく可能性があります。そこで林業
分野における気候変動の影響予測から適応策の効果
を評価しました。

■  林業適応策オプションの選択
林業の適応策オプションとして、スギ人工林の伐

採率と再造林率から現状維持、積極再造林、消極再
造林、広葉樹林化の4つの将来シナリオを作成し（図
1）、2050年の森林の純生態系生産量を推定した結果、
いずれも純生態系生産量は2010年よりも低下する
ことが分かりました（図2）。生物の成長に関係する
と考えられる13の気候指標の主成分分析から、太平
洋側の遺伝グループ（地域系統）であるオモテスギは、
気候変動に対する環境適応幅が狭いため、太平洋側
では短伐期で伐採強度の高い積極再造林が人工林の
成長と炭素吸収量を比較的高く保つ唯一の方策であ
り、気候変動の進行に伴い系統転換や樹種転換の検
討が必要であることを明らかにしました。一方、日
本海側の遺伝グループであるウラスギは、気候変動
に対する環境適応幅が広いため、日本海側では長伐
期につながる消極再造林も選択肢の一つであること
を明らかにしました。

■  人工林に対する適応策効果の評価
気候変動に適応した人工林管理のため、スギ人工

林に対して、気候シナリオのみ、炭素蓄積重視、山地

気候変動の林業への影響を予測して適応策の効果を明らかに

災害リスク重視、生物多様性重視の4つの将来シナ
リオの適応策の実施効果を評価しました（図３）。そ
の結果、短伐期で施業を行い、かつ、人工林を拡大
して炭素蓄積の増加を最優先する炭素蓄積重視シ
ナリオでは、2081–2100年には気候シナリオのみの
場合と比較して炭素蓄積は27％増加しますが、山地
災害リスクが22% 上昇すると予測されました。一
方、生物多様性を優先する広葉樹林化シナリオでは、
2081–2100年  に炭素蓄積は11% 減少しますが、生
物多様性を23% 高め、山地災害リスクを10% 低減さ
せることが予測されました。この適応策評価モデル
は、地方自治体や林業所有者がどのような適応策を
とるのかを選択するのに役立ちます。
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気 候変動に適応したスギ人工林の管理のため、今後予測される伐採率と再造林率、温暖化の影響を
もとに、将来の純生態系生産量を推定し、炭素蓄積、山地災害リスク、生物多様性を重視した適応

策 * の効果を明らかにしました。
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図3　スギ人工林での適応策実施効果の評価

図2　将来シナリオごとのスギの炭素吸収量の予測

図1　林業適応策オプションの将来シナリオ
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